
☆ 授業についての課題や解決策をみんなで話し合ってもらえる！

☆ 次の授業ですぐに役立つような、こつを教え合える！

☆ 子どもや授業を見る目が変わる！

☆ 少人数で密度の濃い授業研究会ができる！

１ 授業研究会手順シート
＊「話合いモデル」を使った授業研究会の原則と手順を説明したシ
ートです。

２ 授業研究会のシナリオ
＊実際にやるとこんな感じになります。

３ 活用のための資料
①授業参観シート
＊授業研究会の指導案に変わるもの
です。

②授業研究会シート
＊授業研究会で使うシートです。

もっと普段の授業に役

に立つ授業研究会がで

きないかな

せっかくの一人１研究授

業がやりっぱなしになっ

ていてもったいないな

授業のこつを知

りたいな

忙しくいけど授業や子

どもについてもっと深

く他の先生方と話がし

たいな

授業で困っているけ

どどうしていいかわ

からない…

「 話合いモデル 」 を使って授業研究会を行う と

授業研究会への活用

次の資料を使ってやってみよう！



授業研究会手順シート

授業研究会の場面は、授業をする先生の課題を参加するチーム全員の

課題として捉え、先生方が積極的に知恵や知識を交流し合って改善するこ

とを目的としています。

そのため、授業研究会の場面では、以下のようなことを原則としていき

たいと思います。

◎ 互いに学ぶ姿勢を持ち、年齢や経験年数にかかわらず平等の立場で参加する。

◎ 授業をした先生の見方や考え方を尊重し、質問することによってその課題や考えをチーム

で納得するまで話し合い共有する。

◎ 解決策は全員で出し合うが、行動計画はあくまで授業者の先生が選択する。

◎ 授業をした先生の本時の実践の批判を行うのではなく、授業の中で見えた児童の姿をもと

に、授業者の先生がよりよい授業を行うためにどうしたらよいかという視点を持つ。

( )授業の前に、授業をする先生が、日頃、授業中に課題として感じていること事前

を書いた授業参観シートを作り、チームに配付しておきます。それが、授業を見

る視点になります。

例： 発言が少ない 「話を聞かない児童がいる 「児童の集中力がとぎれや「 。」 。」

すい 「話合いがうまくできない 」など。。」 。

（ ）授業研究会

１ 授業者の先生から課題について短く説明を受けます （本時の授業とかかわらせながら）。

２ 説明についての質問を他の先生から出してもらい、授業者に答えてもらいます。

３ 授業者の先生の本質的な問題（児童に問題が生じる理由）を一人ずつ紙に書いてもらってか

ら発表してもらいます。

４ 他の先生の発表を受けて、授業者の先生にもう一度自分の課題を説明してもらいます。

５ 授業者の先生の課題が共有できるものか、全員で確認します。

６ 共有できたら、全員でその解決策を出し合います。

７ 授業者の先生は自分の授業改善のために具体的に何をするか行動計画を作り発表します。

８ 授業者の先生の行動計画が共有できるものか、全員で確認します。

９ 話合いについて全員で振り返ります。

授業研究会への流れ



〔事前〕
授業者は、授業で特に見てもらいたいことを記入した授業研究会シートを、チームの

先生に配ります。チームの先生は、このシートに書かれていることを中心に授業を参観
します。そして、参観しながら質問したいことをメモしておきます。

〔 〕授業研究会の例
「話合いモデル」を活用した授業研究会をイメージしやすいように作ってあります。

司会者 参観者（チーム員） 授業者
○授業者の先生 ふだんから、質問に答える子が決
は、今日の授業 まっていて発言が少ないです。今
とかかわらせな 日も、ごんと兵十の動作化は、と
がら、課題と感 ても盛り上がったのに 「なぜ、、
じていることを 兵十のかげなのか」という問いに
簡単に話してく 対して、兵十を好きだからといっ
ださい。 た気持ちまで踏み込んで発表でき

る子が少なかったです。
○チーム員の先 ①動作化は盛り上がったのに、心 ①動作化することがおもしろくて、
生は課題にかか 情については踏み込んだ答えが ごんの気持ちを考えるという思考
わって気になっ あまり出なかったのは、先生は の切り替えができなかったからだ
たことを質問し なぜだと思いますか。 と思います。
てください。 ②算数の授業などでも、手を挙げ ②簡単な計算問題などは、たくさん

る子は少ないんですか？ あげます。文章題になると少ない
かな…

③Ｂさんの発言を途中で止めさせ ③それは、話がまとまらなくて、他
たのはなぜですか。 の子もＢさんは何が言いたいのか

分からなそうだったからです。

授業研究会のシナリオ

本時の展
開 に つ い
て 簡単 に
記す。

課 題 に あ げ
たことで、特
に気になる児
童 に つ い て
事実や分析
を書く。

本時にかかわら
ず、ふだんの授
業で感じているこ
と、悩んでいるこ
と、思いや願い
などを率直に書
く。

授業を見て感じた授業者の

課題の背景となる事実や考え

方などを理解するために質問

する。

授業参観シート



④そのあと、Ｂさんは、もう少し ④…よく覚えていません。他の子の
話したそうに見えましたが先生 発言を聞くのに意識がいってしま
はどう思いましたか。 って…

⑤ 今年、うまくいったと思う授 ⑤道徳で子どもたちが自分の経験を
業は、どんな授業ですか。 たくさん発表してくれて、他の子

も真剣に聞いた授業です。
⑥そのときと今日との先生の違い ⑥道徳は絶対こうだという答えを期
は何ですか。 待してないので、どんな答えも受

け止めようという気持ちが強いで
す。国語の場合は、ついつい意図
した答えを求めてしまいがちで
す。

○授業者の課題 ○Ａ先生の課題は、子どもにわか
は何ですか Ａ りやすく発問することです。。「
先生の課題は、 ○Ａ先生の課題は、自分の思うよ
□□です 」と うに授業を進め過ぎようとする。
いう形で書いて ことです。
ください。発表 ○Ａ先生の課題は、発問と子ども
してください。 が答えるタイミングの間の取り

方です。
○授業者の先生
は、全員の発言
から、改めて自
分の課題を発表 私の課題は、授業を強引に自分の
してください。 考えたとおりに進めすぎようとす
○授業者のまと ることです。
めに同意できる
方は、手を挙げ
てください。
○Ａ先生の課題
は 「自分の思、
いどおりに授業
を進めてしまう
こと」と共有さ
れました。
次に、教師中心
の授業になりす
ぎないようにす
るためにはどう
したらいいか、
話し合います。

○一人ずつＡ先 ○私は、できるだけ授業の中に子
生の具体的な解 ども同士の話合いの時間を持つ

。 、決策をメモして ようにしています 授業の中に
ください。 どの子も自分の考えを発表でき
発表してくださ る時間を確保すると、子どもた
い。 ちの意見が出やすくなると思い

ます。
○子どもたちをほめたり励ました
りすることを授業の中で意図的
に行うといいと思います。子ど
もってほめられるの大好きです
から。ほめるところを探すこと
で子どもの様子もよく見ます。

○前に受け持った子でＢさんによ
く似た子がいたのですが、その
ときは、クラス全員でその子の
よさを認めるようにしていきま

課題を明確化し、次は、

何を解決することが目標

の話合いなのかをはっき

りさせる。

質問者がかたよ

ったり、課題か

らずれた話し合

いになったとき

は、話し合いを

。 「 、止める 今

チームの状態は

どうですか」…

・表面的な問題を生み出して

いる根っこを探る。

・シンプルに書く。

・１つだけ書く。

・発表するときは補足しない

で読み上げるだけ。

・全員の考えをまとめるの

ではなく、改めて自分の考

える課題について話す。

挙手で答えさせる。全員挙手

の場合は改善策に進む。共有

できない場合はその部分を明

らかにする質問をやり直す。

自分の経験や知識から生ま

れた具体的で実現可能な解

決策を提案するようにす

る。



した。Ｂさんを認めることで、
他の子もまちがえても大丈夫だ
ということがわかり、意見もた
くさんでるのではないでしょう
か。

○Ａ先生は、こ 明日から、話合いの場を国語の読
れからの授業の み取りの時間に意図的に設ける。
行動計画を作り 手順としては、まず、話合いの仕
発表してくださ 方をきちんと指導し、それぞれの
い。 児童が必ず班の中で自分の意見を

言えるようにする。そのとき、私
は、各班を回り、いろいろな意見
を把握し、まとめに生かしたいと
思います。

○Ａ先生の行動
計画に同意でき
る方は手を挙げ
てください。

○今日の話し合
いの振り返りを
行います。感じ
たことや学んだ
ことをメモして
ください。
○Ａ先生、今日 ・子どもの発言しない理由を、自分
の会は価値があ 自身の姿から問い直すことができ
りましたか。 たことはとてもよかったと思いま
○参観した先生 ・司会者の先生が、話が停滞した す。また、一人では気付けなかっ
は、話をしてい ときなど話合いの雰囲気を聞い た課題にも質問をしていただく中
て感じたことや てくれたりしたので、話合いが で気付けたことはよかったです。
学んだことはあ ぶれずによかったです。授業を 先生方のいろいろなやり方も聞く
りましたか。ま 進める上でもこの司会の方法は ことができためになりました。
た、今日の会を 生かせると思いました。
次の授業でどの ・私のクラスでも一人一人の発言
ように活用しま が少ないので、まずグループで
すか。 の話合いを取り入れてやってみ

たいと思いました。
・質問の形だったので発言がしや
すかったですが、今回は、どん
な質問をしたらよいかよくわか
らなかったです。でも、次の参
観から、どのように授業を見た
らよいか、少しわかったような
気がしました。よい質問をする
ために子どもをよく見たいと思
います。

＊ このシナリオは 「話合いモデル」を使った授業研究会をイメージしていただくため、
につくったものです。授業研究会を始める準備段階で、チーム員が、話合いの過程や留
意点を確認し共有するために活用できます。

挙手で答えさせる。全員挙

。手の場合は振り返りに進む

共有できない場合はその部

分を明らかにする質問をや

り直す。

感想ではなく、次の自分た

ちの授業や授業検討会の質

が高まるような振り返りを

行う。

・行動は具体的か。
・実現性は大丈夫か。
・十分な効果（授業者の成長、
授業の課題解決等）は期待

できるか。
をもとに共有できるかどうか考
える。



授業者
月 日（ ）第 校時 場所：

○児童や授業についての課題

○現在までの指導の分析

○授業における解決したい課題や願い

○座席表

○授業案

①ねらい

②課題に対する手立て

③展開

教卓

授業参観シート



名前

月 日 提案者（ 先生）

メモ

本質的な課題（○○先生の課題は□□です）

解決したい課題

解決策（具体的に）

共有した行動計画

振り返り（今日の会議から感じたこと、学んだこと、自分に生かせること）

授業研究会シート


